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次の時代に向けた変化の一歩を踏み出そう！
　　～新しいこと始めてますか？～

自ら“変化”を起こす気概で支部活動を
～第１回支部長幹事長会議の報告より～

　支部長会議では、初めに服部代表理事の挨

拶の後、２２年度の活動成果の報告と次年度

活動テーマの考え方が提案され、それぞれの

支部活動の状況と次年度の支部での取り組み

予定を交流しあいました。

　活動成果の報告では、活動テーマ「次の時

代に向けた変化の一歩を踏み出そう！」～新

しいこと始めてますか？～が支部の例会やグ

ループ会などで意識的に取り入れられ、新し

いことへの取り組みや報告が多くなされた事、

その中でも特に経営研究集会ではメンバーの

中で新たなことに挑戦して成果を出している

企業の実践報告は非常に良かった事などが報

告されました。

　同友会全体としては、中小企業憲章が閣議

決定された事が到達点として評価されました。

　また、次年度の活動について、今年度の活

動で各々が踏み出した変化の一歩を、新たな

自社の強みとして育てるためにも、改めて徹

底した自己分析とその分析に基づく経営戦略

を立てることが重要になっています。日々

刻々と経済構造が大きく変化し混沌としてい

るいわゆる激動の時代の中で、変化について

いくのではなく変化を自ら起こす気概で挑戦

し続ける意味で「激動を良き友に、自社の新た

な形を創造しよう！」～あなたの会社の強み

はなんですか？～をテーマに次年度活動に取

り組んで行く事を確認しました。

　各支部の活動報告では、支部会員報告を中

心とした例会を開催できた事、経営課題別に

グループ会を設定したことで実際の経営に役

立つ内容で開催できた事、企業見学会を積極

的に開催できた事など、それぞれの支部での

取り組みが報告されました。次年度はテーマ

に基づき強みを創造するためにも、グループ

会活動の活性化や、世代別での集まりなど、よ

り一層本音を語り合える場づくりに取り組ん

で行く事が報告されました。

　また、会員増強に関しても意見交換を行な

い各支部で目標を立て意識的に入会を勧めて

いく事、同友会自身をＰＲしていく事、会員が

いない市町村を無くす形で増強を勧めていく

事を申し合わせました。

多くの仲間と自社の経営課題を本

音で語り合える場作りを

自社の強みを見つめ直す事から、

新たな強みの創造を図りましょう
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≪支部例会だより≫

　中勢支部３月例会

　テーマ
　『縮小する日本酒市場。
 逆風の中で生き残る地元酒蔵の戦略！』
　～元坂酒造が起こす日本酒ルネサンス～
報告者：元坂　新氏
　　　　元坂酒造（株）　代表取締役

　中勢支部３月例会は、

会員の元坂酒造（株）の元

坂社長にご協力いただき、

企業見学のあと、例会と

いう企画で行いました。

工場見学では、２００年

の歴史があるとても良い

香りがする酒蔵で、製造

工程に沿って丁寧に説明をうけました。（発酵

途中のもろみをいただきましたがとても美味

しかったです）その後は立派なお庭が見える

座敷で、有名ブロガーの美人奥樣が用意して

頂いたお酒に合うアテをつまみながらの試飲

会。とても良い時間が過ごせました。

　例会では日本酒業界の厳しい現状で、生き

残るための戦略について元坂社長に報告して

いただきました。

　日本酒業界は１０年間で全国が４割減、三

重県では更に厳しく６割減、ピークからは実

に３分の１まで減少しており、製造会社も減

る一方です。更に出荷量の７５%はパック酒な

どの低価格酒です。そんな中、元坂酒造も一時

は３０%ダウンしますが、その後経営方針を転

換し徐々に増加傾向にあります。しかも商品

の値引きは一切無しです。（業界を考えると素

晴らしいことです。）

　元坂社長の入社当時は近所にあるＨ社の独

り勝ち状態で、売るためには値引きが必要、更

に桶売り（大手酒造会社への納品）が売上の半

分を占める状況でした。この状況を打破する

ために生まれた商品が創業者の名前から取っ

た「酒屋八兵衛」。頒布会として生まれたトラ

スト会では「メディアに年間５回載る」「イベ

ントを年間３回開催」を目標として活動。これ

が話題を生みます。しかし積み重ねた「負」で

　今回の講師の石原氏は、

昭和５７年味の素株式会社

に入社し、営業、商品企画、

マーケティングと様々な経

験をされ、平成２１年に伊

勢市にて食品企業・公共団

体中心に、事業開発・商品

開発のコンサルタントを行

なう、食品販売会社である千の幸株式会社を

設立し、様々な新商品をすると共に、その活

動は、開発・販売だけに留まらず、精力的に

活躍されています。

　今後どのような開発・マーケティングに取

り組んだらいいのか、食品開発を例に、開発

プロセス・マーケティング戦略を話していた

だきました。

　通常３時間の講義内容を１時間半程で完結

にまとめていただきました。製品開発プロセ

スの流れと重要ポイントについて、マーケ

ティング、新商品開発のプロセス、マーケティ

ング戦略、製品コンセプトを説明していただ

　南勢支部３月例会

　テーマ
　『食品商品開発の基本』
　～開発・生産・販売はワンセット～

　講師：石原祥久氏
　　　　千の幸(株)　代表取締役社長

経営が行き詰まり、一時は廃業も考えました

が、税理士の先生の指導もあり、新たな借り入

れをせず乗り切ることができました。

　一時は県内比率を上げる努力で９８％まで

いきましたが、今は今後の人口減少も見越し

て、県外への販売を強化しています。販売先と

しては、全国の地酒を扱う酒販店（かなりの販

売力があるようです）で、近年本当においしい

地酒のブームも手伝い、実績も出ています。バ

ズセッションの報告にもありましたが、自社

の立ち位置を確立し、お客樣にとって必要と

される製品やサービスを提供し続けることが、

自社の販売力を上げる事につながっていくと

感じました。元坂社長ありがとうございまし

た。　　　　　下津醤油（株）　下津浩嗣

（石原氏）

（元坂氏）
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き、また、鳥羽商工会議所にて取り組んだ「牡

蠣醤油」の開発と販売戦略についての事例を

紹介していただきました。

以下に特筆すべき点を抜粋しました。

・ 売る側の考えで作る「シーズ」による製品

　では売れない。お客様の要求しているもの

　を作る「ニーズ」による製品で、商品のよ

　さを出すことが重要である。

・ 売れる仕組みと仕掛け、および「ならでは」

　の技術（ノウハウ）を活かす。

・ 商品コンセプトでは、用途を限定し、レイ

　ンジ（幅）を広げ（１品より３品）、品質に

　こだわり安心を売る。利益をきちんと確保

　する。

・ 「牡蠣醤油」の事例では、普通なら開発し

　て終わってしまうが、商工会議所会員皆で

　売る仕組みを作り、継続しさらに発展して

　いる。全員の意欲による成功事例である。

　普通なら、コンサル料を払って聞くような

内容を惜しげもなく教えていただき、食品商

品開発の分野だけでなく、全ての商売につな

がる貴重な講義を受けることができました。

　　　　　吉川建設(株)　吉川　松喜

（２３．２．２３～２３．３．２２）

桑名市北寺町２５

代表取締役

０５９４（２２）４７９８

新会員のご紹介（敬称略）

かわぞえ　ひろし

　川添浩史　（有）ＩＤＫ

業種　保険代理業（損害保険・生命保険

　　　の販売）

　　　桑名支部　紹介者：鵜飼　要

松阪市駅部田町７１－１

取締役

０５９８（２６）３５２１

すずき　つねお

　鈴木常生　（株）ウッドベル

業種　自動車販売、車検、板金塗装、一

　　　般整備、自動車保険、レンタカー

　　　中勢支部　紹介者：杉山　豊

《
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。
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東日本大震災支援の御礼

　３月１１日、東北地方太平洋沖を震源とし

て起きた大地震とその後の太平洋側を襲った

津波は、街を壊滅させるなど計り知れない被

害をもたらしました。また、その後の福島第

一原子力発電所の問題など２次被害も深刻と

なっています。被害に遭われた皆様には心か

らお見舞申し上げます。

　多数の企業・個人から義援金・支

援物資を提供いただきありがとう

ございました。

義援金の取り扱いについて

○各同友会と中同協と両方で口座を設け

ているようだが、どちらに入金したらよ

いか？

　義援金につきましては、各同友会で義援

金口座を開設していますので、そちらへの

振り込みを基本に優先してください。全国

的にも取り組んでいることをお知らせする

意味で中同協でも直接会員の皆さんに呼び

かけているものです。中同協に振り込みい

ただいた義援金は最終的には各同友会の集

計にも反映されます。

　＊同友会名を振込人名の頭に登録いただ

いております。

○中同協が集めた義援金の使用使途に関

する基本的考え方は？

　中同協の義援金は被災県が複数の場合、

被害の状況を勘案し被災同友会へ送ります。

使い道については被災地であるそれぞれの

同友会の判断で行っていただきます。例え

ば、阪神大震災の時、兵庫同友会は、まず水・

食料支援などの生活支援物資の輸送費用と

　三重同友会でも「義援金の呼びかけ」「支援

物資の提供呼びかけ」を会員の皆様にファッ

クス・メールを通じて呼びかけ、現在までに

４，００９，６１２円（４／１現在）の義援金

と食品や日用品中心に多数の支援物資をいた

だきました。

　義援金は中同協（中小企業家同友会全国協

議会）へ集約し、各被災された同友会・会員企

業へ、支援物資は新潟同友会・山形同友会の会

員の協力も受けて早い段階から支援提供ルー

トを確保、全国から物資を集約し、被災された

同友会・会員企業やその社員・家族へとお送り

させていただきました。

　改めましてご協力いただきました皆様に厚

く御礼申し上げます。

自転車・バイクなど移動のための物資支援に

使用し、会員の被害状況に応じた見舞金で営

業再開を支援、被災会員の会費を免除し、さ

らに同友会活動が続けられるようにしまし

た。また地域支援のために県と市にも寄付し

ました。

　この支援が、地域の復興のために企業の立

ち上げを支援し、そのことが働く場を守り生

活用品等を供給する店づくりなどで人々が働

き暮らせる地域をつくることになります。

○損金算入等についてはどうなるか？

「法人税法第３７条第３項第１号＜国等に対

する寄付金＞に該当して「全額損金」処理は

できるか。」については義援金が最終的に国、

地方公共団体に拠出されるものでなく、中同

協を通じての義援金は全て被災地の同友会に

義援金として寄付致しますので「一般寄付

金」に該当し、損金算入限度額を超える金額

は損金に算入されません。（領収書は金融機

関による振込金領収書を持って代えさせて頂

きます）ですから全額損金扱いにはなりませ

んのでご了承をお願い致します。
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第２９回定時総会のご案内

第２９回定時総会

テーマ『激動を良き友に、自社の新たな形を創造しよう』
　　　　～あなたの会社の強みはなんですか？～

■日　時　平成２３年４月２２日（金）

　　　　　　１３：３０～２０：４０

■会　場　希望荘

■参加費　１０，０００円（１泊２食）

　　　　　　　　　※パーティーまでの参加は６，０００円

　　　　　　　　　※総会・記念パネルディスカッションは無料

■内　容　

　　第１部　第２９回定時総会

　　第２部　記念パネルディスカッション

　　　　『激動の時代に打ち克つ地域経営とは』

　　　　～自社の強みをどう創るか～

　パネリスト

　　山本春三氏

　　　（株）希望荘　代表取締役社長

　　佐野貴信氏

　　　（株）サノプランニング　代表取締役

　コーディネーター

　　高橋義弘氏

　　　（株）高橋総合経営　代表取締役

　　第３部　記念パーティー

参加のお申込は同友会事務局（ＴＥＬ０５９－３５１－３３１０）までご連絡下さい。
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第２回新旧合同理事会まとめ
（１）平成２２年度第１２回理事会のまとめ

１、各種報告事項

　①全国経営研究集会の報告（略）

　②中日本ブロック事務局長会議の報告　　

　　中日本ブロック代表者会議（６／２７～

　　２８）が三重同友会担当に変更となり、

　　理事の皆さんに参加要請がありました。

　③５Ｓ担当者研修セミナーの報告（略）

　④企業リスク債権セミナーの報告（略）

　

２、各委員会の報告と提案

　①総務委員会

　・各支部に多額の繰越金が積み上がってお

　　り、支部還元金の収入で活動が維持でき

　　るとの判断から次年度予算より支部行事

　　援助金については廃止することとしまし

　　た。

　・２３年度理事幹事研修会については６／

　　８で提案がありましたが、支部行事との

　　兼ね合いから再調整することとしました。

　・事務局３Ｆトイレの改修については、救

　　援物資の搬入搬出のため４月以降に延期

　　するため、改修予算５０万円を事務局環

　　境整備基金に繰り入れることとしました。

　②ＳＷ２ＥＥＴみえ

　　ビタミンみえ推奨認定制度の導入が審議

　　の結果承認されました。

　③農林水産部会（略）

　　

３、新入会員・退会（予定）者の承認及び

前回理事会以後の活動報告（略）

（２）第２回平成２３年度理事予定者会議

１、総会準備状況の確認

　・２３年度理事の選考結果・相談役の人選・

　理事の役割分担を確認し、総会に提案する

　事を申し合わせました。

　・総会準備状況については、金澤事務局員

　より別紙内容が報告されました。

　※当日の昼食については、秋名菊が利用可

　　能であることを事前に各支部へ連絡し、

　　利用者がある場合は事務局で利用数を集

　　約して予約しておくこととしました。

　※二次会場については、収容人数との兼ね

　　合いも含め、開放する部屋の設定などを

　　検討することとしました。

２、平成２３年度の活動の基本的な方向に

ついて

　　平成２３年度活動の基本的な方向につい

　ては、服部代表理事より正副代表理事会議

　の報告が別紙の通り報告されました。また

　次年度の組織課題については、前回に引き

　続き以下の通り確認されました。

　　次年度の組織課題としては、改めて伊賀

　支部・尾鷲グループの会員増強と活動支援

　を図ること、そして事務局の育成強化と会

　員のニーズに合った魅力ある活動作りをす

　るために理事会が中心となり取り組んでい

　くことが確認されました。また各支部で幹

　事役員の世代交代が進む中で、企業活動と

　同友会活動が不離一体となり、同友会運動

　のあり方や理念思想の継承により有意義な

　活動の継続性を維持するために役員・リー

　ダーの育成に取り組むことを申し合わせま

　した。

　※２３年度の活動テーマ・方針案について

　　は支部長幹事長会議で確認し、支部方針

　　とのすり合わせをすると共に意見交換を

　　行なうこととしました。

　※各委員会の方針については、別紙内容を

　　確認しました。

３、平成２３年度の予算案（略）

４、理事会の開催について

　　理事会の開催日は毎月２３日で行う事を

　申し合わせました。但し、２３日が土日祝日

　となる場合は前倒しで２１日、または２２

　日に開催します。また議長については支部

　長・委員長の持ち回りで担当することとし

　ました。




